
評価項目

市の役割

効果・成果

必要性

取組内容の的確さ

事業目的が明確であり、適切な計画・目標を設定しているか。

・全職員が研修を受けるわけにはいかないので、受講した人が他の職員に伝えてい
くような仕組みが必要ではないか。
・なんのために研修に行くのかという部分がない。今は嫌々行っているだけであ
る。
・研修に行って、それを業務にフィードバックしていくという部分が制度としてな
いと、なんのために研修をするのかという目的がなくなっていく。
・コンピュータ関連の知識であるとか、建設関連の設計であるといった専門的な
知識・スキルを持った職員が足りていないように感じる。業者に丸投げすると
いったことにならないよう、専門的な職員も育成していく必要があると思う。

市と民間等の役割から、市が事業を行う必要性があるのか。

・この職員研修事業にはなじまない項目である。
・項目にはなじまないが、当然、市が自らやるべきことである。

事業内容、取組内容が的確か。

・現在、受講してきた人が庁内で、自分の復習も兼ねて受講内容の報告をするよう
な機会、取り組みはしているのか。
　→　現在のところは行っていない。
・職員自らが手を上げて研修に行くような取り組みはしているのか。
　→　直接はしていない。自己評価というものを出してもらうときに、併せて希望
を聞いている。
・村上市の研修実績を見ると、自己啓発などの研修について参加者がいない。じゃ
あ進んで自己啓発や能力開発をしたいという職員がいないということになる。
・資料を見た限り、現状は階層別の委託研修といった最低限しか取り組んでいな
い。もっと村上市としてオリジナリティのある研修を実施していくべきである。

これまでの事業の効果・成果は十分か

事務事業評価での主な意見（要旨）

・研修後に、課全体で、その研修者を対象にして、グループ会議のようなものは
行っているのか。
　→　現在は行っていない。
　→　それでは効果が出ない。
・研修をして能力を上げた結果が、給与や待遇といったものに反映されるという仕
組みが制度として確立していないと、職員の資質を向上させるという目的は達成さ
れるわけがない。旧態依然のやり方ではなく、昇進試験を行い、その分給与にも反
映させるといったアメとムチを使いわけていく必要がある。
・取り組み内容としては「職員を計画どおりに受講させた」。それを受けての成果
としては「成果は職員個人のスキルによるものが大きいことから一概には言えな
い」これではなにもならない。取り組みの成果を評価していくということも必要で
ある。
・公務員の仕事は単純に売り上げを伸ばせば良いということではないので、職員を
評価するということは、確かに難しいことではある。
・研修した結果を評価する、フィードバックしていくという部分が必要である。
・若い人たちには頑張っている人もいる。全く成果が出ていないとは思わない。

今の社会状況や市民ニーズなどから判断して、事業の必要性は高いか。

・やり方はともかく、必要性は高いと思う。
・人材育成という目的のためには必須だと思われる。

計画性
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評価項目

効率性

将来性

・コストを判断するというのは難しい。細部まで知っているわけではないので判
断のしようがない。
・人材育成ということに対しての投資ということで見れば、事業経費や参加人数
は足りていないと思う。
・コストは少ないと思うが、効果も少ない。その場合、どの項目を選べばよいの
か。
　→　「コストは少ないが、効率が悪い。」という項目を追加します。
・参加人数を見た限り年間１００人前後ということなので、何年も研修を受けて
いない人も多いと思われる。そうしてみるとやはり参加人数は少ない。

今後、当該事業の改善や発展が見込めるか。

・合併がある程度落ち着いた今こそ、村上市としての独自性なり、特色のある研
修を実施していく時期だと思う。
・ありきたりの階層別研修だけでなく、専門的な研修を増やすべきだと思う。
・現状のままでは難しいが、やり方によっては改善は見込めると思われる。

事業（目的・取組・成果）に対する経費・人員（コスト）は適切か。


